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問1 鉄の腐食を防ぐための「犠牲防食」に関する記述として、誤っているものはどれか。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  鉄よりもイオン化傾向が小さい
スズをメッキしても、犠牲防食に
よる防食効果は期待できない

2.  亜鉛メッキを施した鉄板に傷が
つき内部の鉄が露出しても、亜鉛
が優先的に酸化されるため鉄は腐
食しにくい

3.  犠牲防食では、鉄よりもイオン
化傾向が小さい金属を接触させる
ことで、鉄の酸化を促進させて防
食を行う

4.  アルマイト処理はアルミニウム
表面に人工的に酸化被膜を作る手
法であり、亜鉛メッキの犠牲防食
とは原理が異なる

問2 アルカリ金属の化学的性質に関する記述として、最も適切なものはどれか。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  空気中で加熱すると、安定な酸
化物として銅のような光沢を保
つ。

2.  水と反応して水素を発生し、水
溶液は塩基性を示す。

3.  他の金属元素と比較して、融点
が高く非常に硬い性質を持つ。

4.  水酸化物はすべて水に溶けにく
く、沈殿を生じやすい。

問3 染色技術において媒染剤として利用される物質の役割として最も適切なものはどれか。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  色素の分子量を小さくして繊維
の隙間に入りやすくする

2.  染料を還元して水に溶けやすい
状態にする

3.  繊維の表面を溶かして色素を内
部に浸透させる

4.  繊維と色素の間に結合を形成
し、定着を助ける

問4 先端材料の用途に関する記述として、人工心臓のポンプ、リニアモーターカーの浮上装置、携帯電話の表示画面の順に適切な
材料の組み合わせはどれか。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  合成高分子、超伝導体、液晶 2.  超伝導体、合成高分子、液晶 3.  液晶、合成高分子、超伝導体 4.  合成高分子、液晶、超伝導体

問5 原油の分留に関する記述として、最も適切なものはどれか。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  分留は、各成分の密度が等しい
ことを利用して分離する操作であ
る。

2.  分留は、各成分の溶解度の差を
利用して分離する操作である。

3.  分留は、各成分の沸点の差を利
用して分離する操作である。

4.  分留は、各成分の反応性の違い
を利用して分離する操作である。

問6 熱可塑性樹脂と熱硬化性樹脂の構造的な違いと、その性質の由来に関する記述として、最も適切なものはどれか。 （2004年　全国公立

入試　類似）

1.  熱可塑性樹脂は分子間に架橋構
造を持たないため、加熱により分
子鎖が移動し軟化する。

2.  熱可塑性樹脂は分子間に強固な
共有結合による架橋があるため、
加熱により硬化する。

3.  熱硬化性樹脂は分子鎖が独立し
ているため、加熱により容易に流
動化する。

4.  熱硬化性樹脂は付加重合によっ
てのみ生成されるため、再加熱に
よる軟化が可能である。

問7 ポリアミド系の合成繊維であるナイロンの性質と用途に関する記述として、最も適当なものはどれか。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  化学的に極めて不安定であるた
め、高吸水性樹脂の代替材料とし
て利用される。

2.  吸水性が極めて高いため、家庭
用ごみ袋や食品包装用フィルムと
して利用される。

3.  熱可塑性が低く加工が困難であ
るため、主にニューセラミックス
の原料として利用される。

4.  強靭で耐摩耗性に優れるため、
衣類や釣り糸などの産業資材に利
用される。

問8 周期表において、同じ縦の列に属する元素のグループを同族元素という。次の元素のうち、他の3つとは異なる族に属するもの
はどれか。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  フッ素 2.  硫黄 3.  臭素 4.  塩素

問9 合成染料の歴史的背景に関する記述として、最も適切なものはどれか。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  ウェーラーによる尿素の合成
が、合成染料の大量生産を可能に
した。

2.  ハーバーとボッシュによる合成
染料の発見が、化学工業の基礎を
築いた。

3.  パーキンによるモーブの合成以
降、天然染料から合成染料への転
換が進んだ。

4.  カロザースによるナイロンの合
成が、染料の歴史を大きく変え
た。

問10 鉄の腐食に関する記述として、化学的に正しいものはどれか。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  鉄が酸素と反応して酸化鉄にな
る過程は、エネルギーを放出する
発熱反応である

2.  鉄鉱石から鉄を取り出す過程
は、酸素と反応させる酸化反応で
ある

3.  鉄を融解させる過程は、化学結
合が切断される酸化反応である

4.  酸化鉄に水素を加えて鉄に戻す
過程は、エネルギーを放出する発
熱反応である


